浜自治会　自主防災会班編成のお願い
先日の総会でご承認いただきました、活動計画に沿いまして班編成を行いたいと思います。災害時には誰が負傷するかわかりません。そのため、浜自治会では各ご家庭から中学生以上の方全員に、5つあります班のどれかに所属いただくことにしております。つきましては、各班の主な活動内容をご覧いただき、下の表にご家族の氏名をお書きください。班編成が終了しましたら、各班長(自治会役員が兼任します)が具体的な活動計画を立て、班員の方々に連絡し活動に参加いただきます。

　なお、班編成が偏りますと活動に支障が生じますので、なるべくご家庭での班登録は分散するようにお書きください。記入がすみましたら5月15日（月）までに各組長さんまでご提出ください。
【各班の主な活動内容】

	班名
	緊急時の活動
	平常時の活動

	情報班
	1. 地域の災害・被害状況の把握と住民の安否を確認する。

2. デマに伴う混乱を防止するため、情報の伝達を正確に迅速にする。

3. 各班に適切な指示をする。
	1. 危険箇所、避難所・避難場所、要介護者のいるところを調査する。

2. 情報収集伝達訓練(地域内の災害情報を集めたり、防災関係機関からの情報を地域に伝える訓練)を計画・実施する。

	消火班
	1. 火災が発生しないように、各家庭に火の始末を呼びかける。

2. 火災が発生した場合、大声で隣近所に応援を求めながら初期消火をする。

3. 火災が拡大して危険になった場合は消火活動を中止し避難する。
	1. 各家庭の火気使用器具の点検、燃えやすい物品の安全管理、建物内外の点検を指導する。

2. 消火訓練(消火器などの知識と使用方法を習得する訓練)を計画・実施する。

	救出救護班
	1. 倒壊物の下敷きになった人を、救出用の資材を使って救出する。

2. 負傷者の救出が困難な場合、消防機関などの出動を要請し、その活動に協力する。
	1. 防災資機材の点検や救急講習を受講する。

2. 救出・救護訓練(家屋が倒れたり、落下物に当たって怪我をした人の救護活動や、応急手当の方法などについての知識・技術を身につける訓練)を計画・実施する。

	避難誘導班
	1. 地域の実情により、一時避難所に集まった後、状況を見ながら安全な路を選んで避難場所まで誘導する。

2. 火災が拡大し、避難命令が発令されたとき、または自主的判断で避難の必要を認めたときは、混乱なく安全に非難できるように注意しながら、大津市の防災計画に定められた安全な避難場所に誘導する。

3. 非常時は、住民の持ち物は最小限にし、浜自治会の旗などを携帯し目印とする。

4. 傷病者など単独歩行できない人は担架搬送などをし、自動車は使用しない。
	1. 危険箇所、避難所・避難場所、要介護者のいるところを把握する。

2. 地域の防災マップを作成する。(情報班と協力して)

3. 避難誘導訓練(避難の要領を学び、指定された避難場所まで、早く安全に避難できるようにする訓練)を計画・実施する。

	給水給食班
	1. 浜自主防災会として保有している食料などの配分や炊き出しを行う。

2. 食料・飲料水・生活必需品などの救援物資を受領したり、配分にあたる。
	1. 備蓄物の点検、給水場所の把握をする。

2. 給食・給水訓練(米の炊き出し、乾パン、飲料水などの配分をする訓練)を計画・実施する。
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5月15日までに組長に提出
